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１．当四半期決算に関する定性的情報

 第１四半期連結累計期間より、「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 平成25年９月13日）等を適用

し、「四半期純利益」を「親会社株主に帰属する四半期純利益」としております。

（１）経営成績に関する説明

 当第３四半期連結累計期間の世界経済は、先進国経済は堅調な個人消費を背景とした米国景気を中心に緩やかな

回復ペースを維持しましたが、中国・新興国の景気減速に加え、中東における地政学リスクの高まりもあり不透明

な状況が続きました。

 我が国経済は、円安を背景とした企業収益改善や設備投資の緩やかな回復がみられるものの、自動車販売の前年

割れが続くなど個人消費の回復は弱く、全体として景気回復は緩慢なものとなりました。

 このような経営環境の下、当社グループの連結業績につきましては、前年同期と比較し、売上高は1,066億円、

6.8％減収となる１兆4,625億円となりました。営業利益は５億円、2.8％減益となる199億円、経常利益は為替差損

の増加があったものの、持分法による投資利益の増加により４億円、2.1％増益となる216億円となりました。親会

社株主に帰属する四半期純利益は関係会社整理損等の特別損失の計上があったことから、１億円、1.4％減益とな

る129億円となりました。

 

報告セグメントの業績は次のとおりであります。 

(鉄鋼)

 鉄鋼事業におきましては、国内鉄鋼需要は製造業、建設向けとも前年を下回り期待された回復には至らず、海

外鉄鋼需要も中国・アセアン地域で減少したことから、第３四半期累計期間の全国粗鋼生産は前年同期比で5.6％

減となりました。当社の国内販売においても、数量は減少し、販売価格も下落基調を辿りました。一方、輸出は

市況の軟化が更に進行しましたが、遠隔地向けの取扱いなどが寄与し、販売数量は増加しました。これらによ

り、売上高は1,029億円、8.2％減収となる１兆1,481億円となり、経常利益は元安による中国子会社の為替差損も

あり11億円、7.6％減益となる138億円となりました。

(産機・インフラ) 

 産機・インフラ事業におきましては、北米向け工作機械の販売が増加したことなどから、売上高は11億円、

1.7％増収となる700億円となりました。加えて、タイにおける持分法適用会社の増益及び同社の企業結合による

一過性の利益の計上などにより、経常利益は11億円、56.5％増益となる31億円となりました。

(繊維)

 繊維事業におきましては、家計における衣料品支出の減少傾向の中、天候不順も継続し、主要取引先への販売

が減少し、売上高は９億円、0.7％減収となる1,288億円となりましたが、持分法による投資利益の改善により経

常利益は７億円、44.2％増益となる23億円となりました。

(食糧)

 食糧事業におきましては、食肉価格が前年度の高値の反動から弱含みで推移し、利益率が低下したことから、

売上高は39億円、3.4％減収となる1,145億円、経常利益は２億円、11.4％減益となる22億円となりました。

 

（２）財政状態に関する説明

 当第３四半期連結会計期間末の資産合計は、売上債権の増加があったものの、現金及び預金の減少があり、前

期末比28億円の減少となる6,900億円となりました。 

 負債合計は、仕入債務等の減少があり、前期末比76億円の減少となる5,015億円となりました。 

 純資産合計は、配当金支払いがあったものの、当第３四半期連結累計期間での親会社株主に帰属する四半期純

利益の計上があり、前期末比48億円の増加となる1,885億円となりました。 

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

 平成28年３月期の連結業績予想につきましては、平成27年度第４四半期の見通しが、鉄鋼セグメントにおける

国内需要の回復の遅れや海外需要の停滞に加え、販売価格の低迷が予想される一方、関係会社整理損などの特別

損失が前回公表時点から減少することにより、平成27年11月５日公表の業績予想を、売上高１兆9,500億円、営業

利益275億円、経常利益290億円、親会社株主に帰属する当期純利益170億円へ下方修正しております。 
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２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

 該当事項はありません。

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

 該当事項はありません。

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

（企業結合に関する会計基準等の適用）

 「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 平成25年９月13日。以下「企業結合会計基準」とい

う。）、「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成25年９月13日。以下「連結会計基準」

という。）及び「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第７号 平成25年９月13日。以下「事業分離等

会計基準」という。）等を、第１四半期連結会計期間から適用し、支配が継続している場合の子会社に対する当

社の持分変動による差額を資本剰余金として計上するとともに、取得関連費用を発生した連結会計年度の費用と

して計上する方法に変更いたしました。また、第１四半期連結会計期間の期首以後実施される企業結合について

は、暫定的な会計処理の確定による取得原価の配分額の見直しを企業結合日の属する四半期連結会計期間の四半

期連結財務諸表に反映させる方法に変更いたします。加えて、四半期純利益等の表示の変更及び少数株主持分か

ら非支配株主持分への表示の変更を行っております。当該表示の変更を反映させるため、前第３四半期連結累計

期間及び前連結会計年度については、四半期連結財務諸表及び連結財務諸表の組替えを行っております。 

 企業結合会計基準等の適用については、企業結合会計基準第58－２項（４）、連結会計基準第44－５項（４）

及び事業分離等会計基準第57－４項（４）に定める経過的な取扱いに従っており、第１四半期連結会計期間の期

首時点から将来にわたって適用しております。 

 なお、当第３四半期連結累計期間において、四半期連結財務諸表に与える影響額は軽微であります。 
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成27年３月31日) 
当第３四半期連結会計期間 

(平成27年12月31日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 29,022 18,670 

受取手形及び売掛金 396,162 402,626 

たな卸資産 106,275 103,587 

その他 20,948 26,136 

貸倒引当金 △1,654 △1,338 

流動資産合計 550,754 549,681 

固定資産    

有形固定資産 63,009 61,321 

無形固定資産    

のれん 189 148 

その他 1,009 938 

無形固定資産合計 1,198 1,086 

投資その他の資産    

その他 82,466 82,438 

貸倒引当金 △4,529 △4,489 

投資その他の資産合計 77,936 77,948 

固定資産合計 142,144 140,356 

資産合計 692,899 690,038 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 249,831 247,153 

短期借入金 172,345 139,867 

未払法人税等 5,756 1,967 

引当金 3,270 2,763 

その他 30,813 28,859 

流動負債合計 462,018 420,611 

固定負債    

長期借入金 33,936 67,135 

引当金 442 448 

退職給付に係る負債 1,720 1,811 

その他 11,087 11,526 

固定負債合計 47,187 80,922 

負債合計 509,206 501,533 

純資産の部    

株主資本    

資本金 12,335 12,335 

資本剰余金 50,645 50,657 

利益剰余金 88,668 97,282 

自己株式 △108 △115 

株主資本合計 151,540 160,159 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 5,845 6,758 

繰延ヘッジ損益 △554 △1,029 

為替換算調整勘定 9,157 5,536 

退職給付に係る調整累計額 786 826 

その他の包括利益累計額合計 15,233 12,092 

非支配株主持分 16,918 16,253 

純資産合計 183,693 188,504 

負債純資産合計 692,899 690,038 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第３四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第３四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 

 至 平成26年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 
 至 平成27年12月31日) 

売上高 1,569,208 1,462,576 

売上原価 1,476,329 1,364,174 

売上総利益 92,879 98,401 

販売費及び一般管理費 72,306 78,412 

営業利益 20,572 19,989 

営業外収益    

受取利息 312 354 

受取配当金 588 692 

持分法による投資利益 284 2,173 

仕入割引 587 513 

その他 1,531 1,131 

営業外収益合計 3,303 4,866 

営業外費用    

支払利息 1,965 1,928 

その他 738 1,313 

営業外費用合計 2,703 3,242 

経常利益 21,171 21,612 

特別利益    

固定資産売却益 23 － 

投資有価証券売却益 4 176 

出資金売却益 － 2 

負ののれん発生益 125 － 

持分変動利益 15 － 

特別利益合計 168 178 

特別損失    

投資有価証券売却損 2 － 

投資有価証券評価損 7 199 

持分変動損失 8 111 

出資金評価損 30 － 

関係会社整理損 138 2,065 

特別損失合計 187 2,376 

税金等調整前四半期純利益 21,152 19,414 

法人税等 7,499 5,975 

四半期純利益 13,652 13,438 

非支配株主に帰属する四半期純利益 536 507 

親会社株主に帰属する四半期純利益 13,116 12,931 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第３四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第３四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 

 至 平成26年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 
 至 平成27年12月31日) 

四半期純利益 13,652 13,438 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 1,962 960 

繰延ヘッジ損益 401 △476 

為替換算調整勘定 1,563 △1,923 

退職給付に係る調整額 34 40 

持分法適用会社に対する持分相当額 947 △1,986 

その他の包括利益合計 4,909 △3,386 

四半期包括利益 18,561 10,052 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 17,564 9,738 

非支配株主に係る四半期包括利益 997 314 
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

  該当事項はありません。

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

  該当事項はありません。

 

（セグメント情報等）

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間（自 平成26年４月１日 至 平成26年12月31日） 

１ 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

                （単位：百万円） 

  報告セグメント 
その他 

(注)１ 
合計 

調整額 

(注)２ 

四半期連結 
損益計算書 
計上額 
(注)３ 

  鉄鋼 
産機・ 

インフラ 
繊維 食糧 計 

売上高                  

外部顧客への売上高 1,251,085 68,891 129,731 118,584 1,568,293 914 1,569,208 － 1,569,208 

セグメント間の内部 

売上高又は振替高 
582 1,679 2 － 2,263 263 2,527 △2,527 － 

計 1,251,668 70,570 129,733 118,584 1,570,557 1,178 1,571,735 △2,527 1,569,208 

セグメント利益 

(経常利益) 
14,962 2,006 1,601 2,521 21,093 77 21,170 1 21,171 

(注)１ 「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、不動産賃貸事業他を含んでおりま

す。

２ セグメント利益の調整額１百万円は、セグメント間取引消去１百万円であります。

３ 「報告セグメント」及び「その他」のセグメント利益の合計は、調整額１百万円を除き、四半期連結損益計算

書の経常利益と一致しております。

 

２ 報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

 該当事項はありません。

 

Ⅱ 当第３四半期連結累計期間（自 平成27年４月１日 至 平成27年12月31日） 

１ 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

                （単位：百万円） 

  報告セグメント 
その他 

(注)１ 
合計 

調整額 

(注)２ 

四半期連結 
損益計算書 
計上額 
(注)３ 

  鉄鋼 
産機・ 

インフラ 
繊維 食糧 計 

売上高                  

外部顧客への売上高 1,148,130 70,049 128,809 114,595 1,461,584 991 1,462,576 － 1,462,576 

セグメント間の内部 

売上高又は振替高 
708 1,298 3 － 2,010 160 2,170 △2,170 － 

計 1,148,839 71,347 128,812 114,595 1,463,595 1,152 1,464,747 △2,170 1,462,576 

セグメント利益 

(経常利益) 
13,832 3,141 2,309 2,232 21,516 96 21,613 △0 21,612 

(注)１ 「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、不動産賃貸事業他を含んでおりま

す。

２ セグメント利益の調整額△０百万円は、セグメント間取引消去△０百万円であります。

３ 「報告セグメント」及び「その他」のセグメント利益の合計は、調整額△０百万円を除き、四半期連結損益計

算書の経常利益と一致しております。

 

２ 報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

 該当事項はありません。
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